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第４ 死亡野鳥のレベル別回収区分一覧
（令和６年１０月現在）

死 亡 野 鳥 等 調 査
発生状況と対応レベル

検査優先種１ 検査優先種２ 検査優先種３ その他の種

対
応
レ 通 常 時 １羽以上 ３羽以上 ５羽以上 ５羽以上ベ
ル
１

対
応 国内単一箇所発生時
レ １羽以上 ２羽以上 ５羽以上 ５羽以上ベ （近隣国発生時等）
ル
２

対
応
レ 国内複数箇所発生時 １羽以上 １羽以上 ３羽以上 ５羽以上ベ
ル (近隣国発生時等）
３

*早期警戒期間（９月～１０月）
１羽以上 １羽以上 ３羽以上 ５羽以上

そ 対応レベル３相当

の

他 *野鳥監視重点区域
１羽以上 １羽以上 ３羽以上 ３羽以上

発生地周辺(半径10km以内)

(ｶﾓ目ｶﾓ科) (ｶﾓ目ｶﾓ科) (ｶﾓ目ｶﾓ科) (ｽｽﾞﾒ目ｶﾗｽ科)

ﾋｼｸｲ ﾏｶﾞﾓ ｶﾙｶﾞﾓ ﾐﾔﾏｶﾞﾗｽ
*2

ﾏｶﾞﾝ ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ ｺｶﾞﾓ等 (ｽｽﾞﾒ目)

ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ ﾄﾓｴｶﾞﾓ (ｶｲﾂﾌﾞﾘ目 ｽｽﾞﾒ

ｺｸﾁｮｳ ﾎｼﾊｼﾞﾛ ｶｲﾂﾌﾞﾘ科) ﾒｼﾞﾛ
*2

ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ ｽｽﾞｶﾞﾓ ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ等 ﾂﾊﾞﾒ

ｺﾊｸﾁｮｳ (ﾀｶ目ﾀｶ科) (ｺｳﾉﾄﾘ目 ﾑｸﾄﾞﾘ

ｵｵﾊｸﾁｮｳ ｵｵﾜｼ ｺｳﾉﾄﾘ科) ﾋﾖﾄﾞﾘ

ｵｼﾄﾞﾘ ｸﾏﾀｶ ｺｳﾉﾄﾘ ｾｷﾚｲ

ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ (ﾌｸﾛｳ目ﾌｸﾛｳ科) (ｶﾂｵﾄﾞﾘ目ｳ科) ｳｸﾞｲｽ

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ ﾌｸﾛｳ ｶﾜｳ ﾂｸﾞﾐ

(ｶｲﾂﾌﾞﾘ目 計８種 (ﾍﾟﾘｶﾝ目ｻｷﾞ科) ﾋﾊﾞﾘ

ｶｲﾂﾌﾞﾘ科) ｱｵｻｷﾞ ﾓｽﾞ

ｶｲﾂﾌﾞﾘ (ﾍﾟﾘｶﾝ目ﾄｷ科) ﾎｵｼﾞﾛ
検査優先種一覧

ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ等

(ﾂﾙ目ﾂﾙ科) (ﾂﾙ目ﾂﾙ科) (ﾊﾄ目ﾊﾄ科)
*2

ﾏﾅﾂﾞﾙ ﾀﾝﾁｮｳ等 ﾄﾞﾊﾞﾄ(ｶﾜﾗﾊﾞﾄ)

ﾅﾍﾞﾂﾞﾙ (ﾂﾙ目ｸｲﾅ科) ｷｼﾞﾊﾞﾄ等

(ﾁﾄﾞﾘ目ｶﾓﾒ科) ｵｵﾊﾞﾝ (ｷｼﾞ目ｷｼﾞ科)

ﾕﾘｶﾓﾒ (ﾁﾄﾞﾘ目ｶﾓﾒ科) ｷｼﾞ

(ﾀｶ目ﾀｶ科) ｳﾐﾈｺ ﾔﾏﾄﾞﾘ
*2

ｵｼﾞﾛﾜｼ ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ等 ｺｼﾞｭｹｲ

ｵｵﾀｶ (ﾀｶ目) ｳｽﾞﾗ等
*2

ﾉｽﾘ ﾄﾋﾞ等 (ﾁﾄﾞﾘ目ｼｷﾞ科)

(ﾊﾔﾌﾞｻ目 (ﾌｸﾛｳ目) ｲｿｼｷﾞ
*2

ﾊﾔﾌﾞｻ科) ｺﾐﾐｽﾞｸ等 ｸｻｼｷﾞ等

ﾊﾔﾌﾞｻ (ﾊﾔﾌﾞｻ目) (ﾍﾟﾘｶﾝ目ｳ科)
*2

計１９種 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ等 ｳﾐｳ

※上記に加え (ｽｽﾞﾒ目ｶﾗｽ科)
※国内希少野生動植物種（鳥類45 *1 ※上記のほか

重度の神経症状 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ
種：参考資料に掲載）について 検査優先種

が観察された ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ
は、検査優先種か否かにかかわら １～３以外の

水鳥類
ず、その希少性を踏まえ、感染が 鳥種すべて

*1:重度の神経症状
疑われる状況があった場合には、 とは、首を傾けてふ

らついたり、首をの *2:検査優先種
できる限り１羽から検査を実施す けぞらせて立ってい

られなくなるような 1、2以外全種
る。 状態で、正常に飛翔

したり、採食したり
することはできない
もの。

※ 詳細については、環境省マニュアルを参照


